
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
二
号

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
及
び
刑
事
訴
訟

費
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
法
　
抄

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
及
び
刑
事
訴
訟
費

用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
法

（
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
等
の
施
行
期
日
）

第
一
条
　
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

六
年
法
律
第
四
十
号
）
及
び
刑
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
一
号
）
は
、
昭

和
四
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
民

事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
第
二
章
第
一
節
の
規
定

（
第
九
条
第
一
項
の
還
付
に
関
す
る
部
分
を
除
く
。
以

下
同
じ
。
）
は
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
民
事
訴
訟
費
用
法
等
の
廃
止
）

第
二
条
　
次
に
掲
げ
る
法
律
は
、
廃
止
す
る
。

一
　
民
事
訴
訟
費
用
法
（
明
治
二
十
三
年
法
律
第
六
十

四
号
）

二
　
民
事
訴
訟
用
印
紙
法
（
明
治
二
十
三
年
法
律
第
六

十
五
号
）

三
　
商
事
非
訟
事
件
印
紙
法
（
明
治
二
十
三
年
法
律
第

六
十
六
号
）

四
　
刑
事
訴
訟
費
用
法
（
大
正
十
年
法
律
第
六
十
八

号
）

五
　
訴
訟
費
用
臨
時
措
置
法
（
昭
和
十
九
年
法
律
第
二

号
）

（
経
過
措
置
）

第
三
条
　
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
新

法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に
提
起
さ
れ
た
事
件
に
係

る
当
事
者
等
（
同
法
第
二
条
に
規
定
す
る
当
事
者
等
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
そ
の
他

の
者
が
負
担
す
べ
き
民
事
訴
訟
等
の
費
用
に
つ
い
て

は
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
前
項
の
事
件
に
係
る
申
立
て
で
新
法
第
二
章
第
一
節

の
規
定
の
施
行
後
に
さ
れ
た
も
の
の
手
数
料
並
び
に
新

法
の
施
行
後
に
開
始
さ
れ
た
新
法
第
十
一
条
第
一
項
の

費
用
を
要
す
る
行
為
に
係
る
そ
の
費
用
及
び
当
該
行
為

に
つ
い
て
の
新
法
第
三
章
に
定
め
る
給
付
に
つ
い
て

は
、
新
法
の
規
定
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
新
法
施
行

前
に
要
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
第
一
項
の
事
件
に
つ
き
同
項
の
規
定
に
よ
り
旧
民
事

訴
訟
費
用
法
の
例
に
よ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
法
第

一
条
中
「
以
下
数
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
以
下
数
条
及

ビ
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
及
び
刑
事
訴
訟
費

用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第

四
十
二
号
）
第
三
条
第
二
項
ノ
規
定
ニ
依
リ
適
用
サ
ル

ル
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年

法
律
第
四
十
号
）
」
と
す
る
。

４
　
新
法
の
施
行
後
新
法
第
二
章
第
一
節
の
規
定
の
施
行

前
に
提
起
さ
れ
た
事
件
に
係
る
当
事
者
等
又
は
そ
の
他

の
者
が
負
担
す
べ
き
民
事
訴
訟
等
の
費
用
の
範
囲
に
属

す
べ
き
申
立
て
の
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

５
　
新
法
の
施
行
前
に
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

民
事
訴
訟
法
（
明
治
二
十
三
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第

百
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
つ
て
さ
れ
た
予
納
命
令
及

び
予
納
は
、
新
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
法

第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
予
納
命
令
又
は
予
納

と
み
な
す
。

第
四
条
　
新
法
第
二
章
第
一
節
の
規
定
の
施
行
前
に
申
し

立
て
ら
れ
た
新
法
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
の

手
数
料
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

第
五
条
　
新
法
中
過
大
に
納
め
ら
れ
た
手
数
料
の
還
付
に

関
す
る
規
定
は
、
新
法
の
施
行
前
に
そ
の
事
由
が
生
じ

た
も
の
に
つ
い
て
も
、
適
用
す
る
。

第
六
条
　
刑
事
の
手
続
に
お
け
る
行
為
で
刑
事
訴
訟
費
用

等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
前
に
開
始
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
の
裁
判
所
の
給
付
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

附
　
則

こ
の
法
律
（
第
一
条
を
除
く
。
）
は
、
昭
和
四
十
六

年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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